
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 

 〔特集〕患者支援センター 
当院の専門分野を紹介する特集ページです。今回は「患者支援センター」を紹介します。 

ＪＲ広島病院だより 

冬号 

■2024年 1 月 第 24号 発行 

当院の患者支援センターは、地域医療連携室と患者支援室（入院支援部門、退院支援部門）、患者相談窓口・

診断書の３つの部門からなります。 

地域医療連携室は、地域の医療機関からのご紹介の窓口として、院内の各外来と連携を図り、紹介患者さん

の受け入れ調整や返書管理等を行っております。 

患者支援室の入院支援部門では、外来で入院が必要と判断された患者さんが安心して療養できるように、入

院生活に対する説明や患者さんの医療・生活情報を確認し病棟スタッフへ情報共有を行っております。退院支

援部門では、病棟スタッフや多職種と連携して、患者さんが安心・納得して住み慣れた地域で生活が継続でき

るように、地域の医療機関・介護部門と連携を図りながら必要な支援を行っております。 

また、患者相談窓口も設置しており、患者さんやご家族が気軽に相談できるように対応を行っております。 

患者支援センターは様々な役割を担っておりますが、院内のベッドコントロール機能も持ち合わせており、

担当師長が各病棟と連携を取りながら病床管理を行い入院ベッドの確保に努めております。 

このように当部署は、院内外を「つなぐ」部署であるこ

とから、きめ細やかな連携をとりながら患者さんの支援を

行っております。 

各部門がその重要性を認識しながら院内外と連携して

患者さんやご家族が当院に来てよかったと思っていただ

けるように日々業務を行っておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

          地域医療連携室 室長 髙木光男 

 

地域医療連携室 

入退院センター 

退院支援部門 



                                             診療科のご紹介 

2. 

化学療法センターは専任医師１名、外来がん治療認定薬剤師

２名、がん化学療法看護認定看護師１名、看護師３名で構成さ

れています。 

ベッド数は 10床で、家族の付き添いなども考慮し個室や待合

所を設けております。 

2022年度の実施件数は 1,623件で、そのうちがん薬物療法が

７割程度、自己免疫関連疾患に対する治療が３割程度です。 

現在登録レジメン数は約 180でがん薬物療法のレジメンに関

しては、ホームページでも公開しております。 

治療の流れとして、導入前に医師からの説明と意思確認が行

われた後、薬剤師、看護師がさらに必要な情報の提供や指導を

行います。治療がスタートしてからも副作用のマネジメントや、

セルフケアの状況確認を毎回丁寧に行うよう努めています。 

日々進化するがん薬物療法に対し、最新の知識を持って適切

に対応できるよう多職種で連携をはかり勉強会なども積極的に

行っております。 

がん化学療法看護認定看護師 飯塚 聖子 いいつか せいこ 

産婦人科は産婦人科専門医２名（１名は女性ヘルスケア専門

医）による診療体制となっております。主に婦人科領域に重点

をおいた診療を行っております。最近は婦人科領域でも高年齢

化に起因するトラブルが増えてきています。閉経してから時間

が経過すると、骨粗鬆症や外陰・泌尿器系の問題が増えてきま

すが、なかなか他人には相談しにくいことも多く、長い期間我

慢をされてようやく受診されるといった状況も頻繁にみられ

ます。また一方で現代女性は出産年齢の高年齢化、分娩回数の

減少により生涯の月経の回数が増えており、それに併せて過多

月経や月経困難症も増加していることが問題になっています。

最近では治療の選択肢も広がってきており、当院では主に保存

的治療により対応しております。 

当科は現在のところ女性医師２名で外来診療を行っており、

あらゆる年齢層の女性が受診をしやすい体制が整っていると

思いますので、気軽にご相談をいただければと思います。外来

受診は完全予約制になっておりますので、受診の際には地域医

療連携室や産婦人科外来にお問合せください。 

 

産婦人科 

 

 

あらゆる世代の女性にやさしい診療をめざしています 

 

安全・安心・安楽な治療の提供に取り組んでいます。 

化学療法センター 

 

 

ホームページに当院年報を掲出しています。 

産婦人科主任部長 木谷 由希絵  きだに ゆきえ 

 



今回は「たかた内科クリニック」の院長の髙田耕基先生にお話を伺いました。 

3. 

たかた内科クリニック（循環器内科、消化器内科） 
住所：〒732-0053 広島市東区若草町 10-15 
電話：082-263-5077     院長：髙田 耕基 

連携医療機関のご紹介 
たかた内科クリニック （広島市東区） 

 

豊島医院 （広島市東区） 

 

 

 

 

 

当院は 2014年４月に 64歳で開設した、生活習慣病を背景にした循環器疾患・消化器疾患を中心に診ている

外来施設です。若草町のザ・広島タワーの東向かいのビルの１階にあります。患者さんは脂質代謝異常を中心

に糖尿病、高血圧、脂肪肝、肥満などの若い世代から狭心症、心筋梗塞、慢性心不全、脳梗塞を発症した少し

高齢の世代まで、平均年齢 61才です。コロナ時代なので、発熱患者も来診されていますが、スタッフは非常勤

の管理栄養士・医師も含めて 10名でやりくりしています。 

無症状で動脈硬化性疾患の高リスクを有する方が多いため、血液検査以外

にも専用の機器を用いて導管血管、抵抗血管の状態を診たり、頸動脈エコー・

腹部エコー・心エコーなどで病変部を見えるようにしています。必要な方に

は、貴院での頭部 MRI、冠動脈 CT、胸腹部 CT / MRI、胃カメラ等をお願いし

て、診断精度を高めています。 

当院より歩いて５分間のところに貴院は位置しており、救急も含めて、密

接な協業体制を維持していきたいと考えています。今後ともよろしくお願い

します。 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 

 
 

 

編集責任者 上西 啓之 

 

クリニックの特徴、実績 
 

 

診療で特に大切にしていること 

 

JR広島病院に期待すること 

 

今回は「豊島医院」の院長の豊島仁先生にお話を伺いました。 

豊島医院（内科、小児科、胃腸内科） 
住所：〒732-0042 広島市東区矢賀 1丁目 6-26 
電話：082-281-1612     院長：豊島 仁 

 

医院の特徴 
 

 

35歳の時に父の後を継いで開業し、早や 30年余りが過ぎました。 

当院は、小さな診療所で医師は私一人、受付２名、看護師３名でやっています。

患者さんは、近隣の方がほとんどです。その多くは、先代からの患者さんで、アッ

トホームな雰囲気でいわゆる家庭医として活動しています。患者さんは、高齢者が

多く急変されたり重症化されたりする難解な症例も多くあり、その都度 JR 広島病

院には、その答え合わせをしていただいています。適切に加療していただき大変助

かっています。また往診患者に対しては、在宅療養後方支援病院登録制度があり、

ご本人のみならず、そのご家族にも評判が良くて、安心されているようです。 

JR広島病院に期待すること 

 これからの JR広島病院に望むところは、東区唯一無二の総合病院として今

まで以上に病診連携を含めて活動していただけたらよいと思っています。 

最後に、2030年の新病院になっても、先進医療のみならず地域医療もこれ

まで通りよろしくお願い申し上げます。 



 


